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　分権型社会のまちづくりに向けて
積極的な情報公開と町民参画の仕組
みをつくり、互いの役割分担を明確
にするとともに、市町村間の連携強
化を図り、効率的な行財政運営を展
開します。
　また、将来展望に立った財政運営
を確立する町をめざします。
◆ともに考え責任を持つ意識づくり

　○町民参画の推進
◆分権型社会に対応した体制づくり

　○分権型社会への対応
◆将来展望に立った行財政の運用

　○行財政の効率的運用

　農業・漁業を営む者が将来的に夢
と希望を持ち、多様化する消費者
ニーズに即応した食の提供の促進に
努めるとともに、温泉や歴史・文化
など地域資源を活用した観光の振興
を図ります。
　また、これまでの町の雇用を支え
てきた商工業の活性化を支援すると
ともに、新たな雇用創出につなげる
産業の集積が図られるまちをめざし
ます。
◆ 活力・うるおい・彩りあふれる農

業

　○安全・良質な食料の提供
　○生産体制の革新・パワーアップ
　○ 文化と活力に満ちた田園社会の
形成

◆つくり育てる魅力ある漁業

　○安定した漁業経営の促進
　○消費者ニーズに対応した漁業
◆地域に根づく商工業

　○地域に根ざした商工業の活性化
◆ 住む人・訪れる人みんな心潤う観

光

　○ 環境整備の推進及び資源の発
掘・整備

　国際化・情報化等ますます複雑多
様化する21世紀において、豊かな個
性や能力を発揮できる子どもたちを
町全体ではぐくむとともに、生涯を
通じ誰もがいきいきと学び、心豊か
な暮らしをおくれるまちづくりを進
めます。
　また、地域の文化・歴史を守り・
育てながら、地域本来の良さである
人をはぐくみ癒しの場となる町をめ
ざします。
◆ いきいきと学ぶ子どもたちのため

に

　○幼児期における教育の充実
　○小・中学校教育の充実
　○奨学支援体制の充実
◆豊かな感性を育てるために

　○生涯学習の展開
　○青少年健全育成の推進
　○文化の推進
◆豊かな国際感覚をはぐくむまち

　○国際交流の推進
◆ 人をはぐくみ癒しの力を持つシス

テムづくり

　○地域自治の振興

　地震や火災、水害等に備えた消防・
防災体制を整備するとともに、防犯・
交通安全対策を推進します。また、
誰もが生涯健康な暮らしをおくり、
安心して子どもを産み育てられる環
境整備を進め、高齢者や障害者が自
立し、その人らしく暮らすことので
きる町をめざします。
◆安全に暮らせる環境づくり

　○消防・救急体制の整備
　○防災対策の充実
　○交通安全対策の充実
　○防犯対策の充実
　○消費生活の充実
◆ 安心して暮らせる福祉のまちづくり

　○児童福祉の充実
　○障害者福祉の充実
　○高齢者福祉の充実
　○地域福祉の充実
◆生涯健康な暮らしをおくるために

　○健康づくりの充実
　○母子保健の充実
　○成人・老人保健の充実
　○精神保健の充実
　○歯科保健医療の充実
　○健康増進施設の整備充実
　○医療体制の確立
　○国民健康保険事業の充実

　失われつつある緑の自然環境を保
全し、歴史・文化・産業等の地域資
源を守るとともに、それらを活かし
たまちづくりを進め、次世代に「緑
豊かな聖籠町」を引き継ぐための施
策を推進し、町民一人ひとりが豊か
に暮らせる町をめざします。
◆調和のとれたまちのすがたづくり

　○都市近郊型の土地利用
　○土地利用に係る調査の推進
◆心に潤いを与えてくれる緑の保全

　○貴重な緑地の保全
　○緑化の推進
◆ 用途に応じた安全で快適な移動手

段の確保

　○体系化された道路網の整備
　○道路管理の適正化
　○公共輸送機関の充実
◆快適な生活環境の整備

　○ごみ処理体制の充実
　○環境保全対策の充実
　○上水道利用の促進
　○地下水安全対策の強化
　○下水道の整備促進
　○し尿・浄化槽の処理体制の推進

第３次総合計画後期
基本計画を策定しま
した。
■基本計画の趣旨

　この基本計画は、第３次聖籠
町総合計画（計画期間：平成13
年度から平成22年度）基本構想
に基づき、その基本理念と将来
像を計画的に実現するために、
本町における現状と課題を整理
し、体系的な施策展開を示した
ものです。また、社会経済情勢
の変化や新たな町民ニーズなど
を踏まえて、基本構想の計画期
間のうち前期５年間の基本計画
を見直したものです。

■計画期間

　計画期間は、平成13年度から
平成22年度までの10年間の基本
構想のうち、後期５年間の平成
18年度から平成22年度となりま
す。

■策定経過

　町からの諮問を受けて、総合
計画審議会が町民アンケート等
を参考にしながら、各部会を複
数回開催し最終報告を答申しま
した。最終報告に基づいて役場
内部で調整を行い、後期基本計
画が決定されました。

お問い合わせは役場総務課まで

　☎２７－２１１１（代表）

　☎２７－１９５７（直通）

　※ 第３次総合計画後期基本計画

は、町立図書館、役場総務課

で閲覧できます。

聖籠町の目指す将来像聖籠町の目指す将来像 ５つの柱５つの柱
緑・ふれあい・夢づくり　～町民参加　　　で豊かさの実現～

開かれた開かれた
行財政の推進行財政の推進

開かれた開かれた
行財政の推進行財政の推進

個性豊かな人・個性豊かな人・
ふるさとづくりふるさとづくり
個性豊かな人・個性豊かな人・
ふるさとづくりふるさとづくり

活力・魅力あふれる活力・魅力あふれる
産業づくり産業づくり

活力・魅力あふれる活力・魅力あふれる
産業づくり産業づくり

安全で安心できる安全で安心できる
暮らしの実現暮らしの実現

安全で安心できる安全で安心できる
暮らしの実現暮らしの実現

快適な快適な
生活空間の創造生活空間の創造
快適な快適な
生活空間の創造生活空間の創造
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　町では、栄養講座の受講生を募集しています。これを機会に自分自身、そして家族の健康を
考えてみませんか？　食に関心のある方、気軽にご参加ください。

講座の内容は連続していきますが、それぞれの講座のみの参加も歓迎します。
お問い合わせ・申し込み　保健福祉課（聖籠町保健福祉センター内）　☎２７－６５１１

管理栄養士中川・保健師まで

食育講演会
「食と心のつながり」

－食事が育てるすこやかな心と体―
○会場　保健福祉センター
○時間　10時～12時
○講師　新発田市　山野辺　輝子氏 
　　　　スクールカウンセラー（元学校給食栄養士）

※ 保育ルームを設置しますので、事前に申し込みください。

「町内産地めぐり」
○時間　８時30分～12時頃まで
○内容　町内産地めぐり
　　　　生産者から話をきく。
※ ７月10日㈪までにお申し込みください。
※ バスの定員がありますのでご連絡ください。

調理実習
「網元直送！簡単お魚料理」
○会場　保健福祉センター
○時間　９時30分～12時30分
○内容　地元の魚を使って調理実習

　　持ってくるもの
　　　　筆記用具　エプロン　手拭タオル　お米半合
※ 準備のため８月24日㈭までにお申し込みください。
※ 保育ルームを設置しますので、事前に申し込みください。

昨年の産地めぐり参加者の皆さん

6/26
㈪

7/13
㈭

8/29
㈫
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　子宮頸がんは、20歳代の若年層で急激に増えています。検診からのがん発見率が20～30歳代
で高いのに、20歳代の受診者は少ない現状です。ぜひ検診を受けてください。

子宮頸がん検診は 20 歳  から受けましょう

検診からのがん発見率と聖籠町受診者数

15人

169人
193人

217人

142人
119人

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
0
100人
200人
300人
400人
500人
600人
700人
800人

聖籠町受診者数
（H17）

がん発見率
（人口10万対）
（H16新潟県）

お問い合せ・申し込み　保健福祉課 保健衛生係まで　☎２７－６５１１

施設検診 車 検 診

対 象 者 20歳以上の女性（昭和62年３月31日までに生れた方）

日　　程 ６月１日～８月31日まで ７月10日、11日、12日

検診料金
１，０００円 ４００円

70歳以上の方と障害・療育手帳をお持ちの方は無料

あなたはどちらの人生をえらびますか？

25歳、未婚、検診で早期がんと

診断され、子宮頸部切除術を受

ける。入院２日、支払負担額

27,450円。

その後、結婚し出産。

Ａさん

38歳、検診歴なし、出血で子宮

頸がんと診断される。抗がん剤

と子宮摘出術と放射線治療を受

ける。入院158日、支払負担額

250万円。その後再発。

Ｂさん

子 宮 頸 が ん 検 診 の ご 案 内

※申込者には詳細をお知らせします。
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藤寄　天尾壮一郎さん　65歳（現在禁煙歴５ヵ月）

禁煙に挑戦したきっかけは？
 　やめる気はなかったのに、健診を受けに行った時に萩原保健師に
勧められ、軽い気持ちで挑戦しました。
 　60歳前後でたばこを吸っていた同級生が何人も亡くなったことや、
仲間が禁煙したことが気になっていました。
 　以前海外へ行ったとき、飛行機内が禁煙でつらい思いをしたこと
や、旅先でも喫煙場所が無くホテルの非常階段で吸うみじめな経験
をし、もう海外に行けないなという思いがありました。

チャレンジをふりかえって
　私の場合はニコチン依存度が高く、受診してニコチンパッチを処方してもらうように勧められま
した。診療所の手塚先生に「あまりきつく考えずに吸ってもまたチャレンジすれば良いです」と言
われて気が楽でしたね。
つらかったこと

　禁断症状は、１週間くらいは頭痛がありましたが、パッチのおかげか意外と楽でした。飲み会の
席も大丈夫でした。むしろ、２ヵ月すぎ頃からの手持ちぶさた感がつらかったです。今でも、ふっ
と思い出します。特に朝食後、ついお菓子などに手がのびてしまいます。体重が６㎏増えてしまい
ました…。でも、良かったことの方が多いです！
良かったこと

　疲れにくくなった。顔色が良くなった。体がさわやか。タバコ臭いと言われなくなった。

対　　象：1ヵ月以内にタバコをやめようと思っている人（先着５名）
方　　法：・保健師による面接相談（初回）

（ア）呼気中の一酸化炭素濃度測定
（イ）個別に合わせた禁煙方法の提案（禁煙補助剤など）
（ウ）禁煙開始日の設定と準備についての説明
・定期的な電話相談または面接相談
・禁煙達成３ヵ月間で終了

費　　用：無料
募集期間：６月１日（木）～６月16日（金）まで
問い合わせ･申し込み：保健福祉課　保健師　２７－６５１１

今すぐ

禁煙を始めたい方へ
　町では「今すぐタバコをやめたい！」と思っている方の禁煙チャレンジをサポートしています。
今までに6人の方が挑戦し、5人の方が成功しています。
　昨年挑戦した方の声をご紹介します。

あなたも　　　あなたも　　　
挑戦しませんか挑戦しませんか
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町診療所の医師が交代します

　

昭
和
63
年
１
月
に
聖
籠
町
診
療
所

に
赴
任
し
て
以
来
、
私
と
家
族
の
も
の

が
、
公
私
に
わ
た
っ
て
沢
山
の
方
々
か

ら
ご
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、ま
た
、楽

し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
、

退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

願
っ
て
も
無
い
す
ば
ら
し
い
医
師
に

後
を
引
き
継
い
で
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

聖
籠
町
の
皆
様
と
、
長
年
に
わ

た
っ
て
聖
籠
町
診
療
所
を
ご
利
用
く

だ
さ
っ
た
町
内
外
の
方
々
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
手
塚
誠
先
生
の
後
任

と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
８
年
自
治
医
科
大
学
を
卒
業

後
、
新
発
田
、
相
川
、
坂
町
、
上
越
と

県
・
町
立
病
院
を
2
年
ご
と
に
転
勤
し

て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
消
化
器
内
科
医

と
し
て
、「
病
気
」
を
診
る
こ
と
を
中

心
に
診
療
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は

受
診
さ
れ
た
方
々
の
生
活
背
景
を
考

え
な
が
ら
診
療
す
る「
か
か
り
つ
け
医
」

に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
除
細
動
器
）

が
公
的
機
関
に
配
置
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

今
後
は
誰
で
も
救
急
処
置
に
関
わ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
の
協
力

が
な
い
と
、
ひ
と
つ
の
命
で
さ
え
救
う

こ
と
は
困
難
で
す
。
既
に
消
防
署
の
方

が
救
急
処
置
の
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
医
療
関
係
者
以
外
の
一
般
の
方

も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
救
急
の

知
識
が
広
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
特
に
若
い
方
（
中
学
生
、高
校
生
）

に
講
習
会
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
を
実

感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
が
こ
の
聖
籠
町
で
生
き
が
い

あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
医
療
の

面
か
ら
お
手
伝
い
出
来
れ
ば
幸
で

す
。
ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
の
手
塚
先
生

の
診
療
に
早
く
近
づ
け
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

県
の
新
発
田
地
域
振
興
局
地
域
整

備
部
で
整
備
を
進
め
て
い
た
県
立
聖

籠
緑
地
が
、
こ
の
３
月
末
で
す
べ
て

の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
緑
地
内

に
は
水
辺
の
広
場
や
遊
歩
道
、
芝
生

の
運
動
広
場
な
ど
が
既
に
整
備
さ
れ

て
い
て
、
大
勢
の
方
か
ら
利
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
３

月
末
に
は
こ
ど
も
向
け
の
遊
具
な
ど

も
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
遊
具
は
利
用
者
の
要
望
を
出

来
る
だ
け
取
り
入
れ
た
も
の
を
設
置

す
る
た
め
、
昨
年
度
に
町
内
の
小
学

校
低
学
年
の
児
童
や
こ
ど
も
園
の
園

児
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
、
計
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
度
設
置
さ

れ
た
遊
具
は
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
多

く
の
子
ど
も
達
か
ら
支
持
さ
れ
た
も

の
で
、
お
花
畑
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
カ

ラ
フ
ル
な
ト
ン
ネ
ル
や
滑
り
台
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
具
と
と
も
に
散
策
道
・

木
道
デ
ッ
キ
・
東
屋
・
公
衆
ト
イ
レ

な
ど
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
よ

り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　町診療所の手塚先生が６月30日をもって退職されることになりました。手塚先生は、町民の健康を守るため疾
患の診断や治療、在宅医療を必要としている方への往診など町の医療に昭和63年から18年６か月の長年にわたり
ご尽力いただきました。ありがとうございました。
　また、新任の丸山先生におかれましては、４月から勤務いただき手塚先生との事務引継ぎなどを行っていただ
いています。今後、町の医療についてよろしくお願いします。
　退職される手塚先生と新任の丸山先生からごあいさつをいただきましたのでご紹介します。

聖籠町診療所
医師　丸山貴広

聖籠町診療所
医師　手塚　誠

案 内 図
　

県
立
聖
籠
緑
地
の
整
備
が

県
立
聖
籠
緑
地
の
整
備
が

　
　
　
　
　
　
　

完
了
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

完
了
し
ま
し
た

　

―

網
代
浜
・
蓮
潟
新
田
に
隣
接―

県
立
聖
籠
緑
地
の
整
備
が

県
立
聖
籠
緑
地
の
整
備
が

　
　
　
　
　
　
　

完
了
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

完
了
し
ま
し
た

赴
任
に
あ
た
っ
て
の

ご
あ
い
さ
つ

退
職
に
あ
た
っ
て
の

ご
あ
い
さ
つ
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ごみ出しマナー守っていますか？
平成17年度　ごみ収集ステーションの

採点結果がまとまりました
　町では、平成17年５月から、聖籠町民の皆さんが利用するステーションを収集業者が採点する「ご
み収集ステーションの採点」を行っています。
　これまで自分の出したごみが、収集されずにステーションに残されていたことがある方もいると
思います。ごみ収集ステーションの採点を通して、収集されない理由を見つめ直し、ステーション
の美化とごみ出しのマナーの向上に努めましょう。

●採点対象
　燃やせるごみ、燃えないごみ、プラスチッ
ク、ペットボトル・紙パック、アルミ缶のご
みステーション

●採点ポイント
①　違反ごみが入っているかどうか。
②　指定された方法か。
③ 　ステーションの清潔度（燃やせるごみ、
燃えないごみのステーションのみ） ▲ごみ収集ステーションへの古紙はルール違反

【ごみ出しはルールを守って！】
　燃やせるごみは町の指定袋の中にいれて出すこと。それ以外の袋は回収しません。
　間違えやすいごみ

ござやカーペットは小さく切って燃やせるごみ。タンス等も、木製のものは燃やせるごみです。袋に
入るよう小さく切り、町の指定袋にいれてステーションに。

【ステーションには出せないものがある】
　テレビ、エアコン、洗濯機、冷蔵庫、冷凍庫等は回収できません。大型電気屋さんやメーカーに引き取っ
てもらうか、廃棄物運搬収集業者に処分を依頼して下さい。買い替えのときに小売
店に引き取ってもらうのがベスト！

【町のプラスチック分別収集は】
　プラスチックごみの中には、プラスチックごみ以外のごみが 15％も混入してい
ます。生ごみや紙製品、ペットボトルが混ざっていることもあります。「よくわか
らないな」と思ったら、表面にプラマークがついているかを確認し、マークのつい
ているものをプラスチックごみに出しましょう。

●緑丸の分別！　ごみ指南●緑丸の分別！　ごみ指南●緑丸の分別！　ごみ指南●緑丸の分別！　ごみ指南●緑丸の分別！　ごみ指南



マナーを守って、きれいなごみステーション、
気持ちのいい聖籠町を目指しましょう!!

問い合わせ　役場生活環境課　環境推進係　☎２７－２１１１（内線２８３）

9 Ｈ18. ６ 広報聖籠

■燃えないごみ
●収集ステーション　　166箇所（町全体） ●採点日　　　月２回（各項目44点満点）

年間を通して減点が全くなかったステー

ションは全体の約77％。燃えないごみの

出し方マナーは、町の大半の世帯に定着

していると考えられます。

■プラスチック
●収集ステーション　　175箇所（町全体） ●採点日　　　月２回（各項目44点満点）

年間を通して減点の全くなかったステー

ションは全体の約21％。プラスチックご

みの異物混入率は全体の15％にものぼり、

分別の仕方や出し方について、注意する

ことが必要です。

■ペットボトル・紙パック
●収集ステーション　　175箇所（町全体） ●採点日　　　月２回（各項目44点満点）

年間を通して減点の全くなかったステー

ションは全体の約42％。ペットボトル・

紙パックの分別や出し方について、注意

することが必要です。

■アルミ缶
●収集ステーション　　166箇所（町全体） ●採点日　　　月２回（各項目44点満点）

年間を通して減点の全くなかったステー

ションは全体の約52％。アルミ缶の分別

や出し方は、町の半数程度の世帯に定着

しているといえます。

0
80 86

44点
30点以上44点未満
30点未満

2

99

74
44点
30点以上44点未満
30点未満

7

132

36

44点
30点以上44点未満
30点未満

0
39

127

44点
30点以上44点未満
30点未満

●採点結果
■燃やせるごみ
●収集ステーション　　234箇所（町全体） ●採点日　　　月４回（各項目88点満点）

年間を通して減点が全くなかったステー

ションは全体の約60％。燃やせるごみの

出し方マナーは、半数を超える世帯に定

着していると考えられます。

10

83

141

88点
70点以上88点未満
70点未満
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水
な
ど
が
発
生
し
た
り
消
毒
用
の
塩

素
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
朝
一
番
や
長
期
間
使
用
し

な
い
蛇
口
の
水
道
を
使
用
す
る
場
合

は
、
念
の
た
め
、
使
い
始
め
の
バ
ケ

ツ
一
杯
程
度
（
約
10
リ
ッ
ト
ル
）
の

水
道
水
は
、
飲
用
や
調
理
以
外
の
用

途
に
お
使
い
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

今
年
度
の
水
質
検
査
計
画

　

聖
籠
町
の
上
水
道
は
、
阿
賀
野
川

の
水
を
新
潟
東
港
地
域
水
道
用
水
供

給
企
業
団
（
以
下
「
企
業
団
」
と
い

う
。）
が
き
れ
い
に
し
た
水
を
購
入

し
て
皆
さ
ん
に
給
水
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
も
、
水
道
法
の
水
質
基

準
に
基
づ
き
水
道
水
と
し
て
の
安
全

性
の
確
認
の
た
め
水
質
検
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

水
質
検
査
は
、
昨
年
同
様
聖
籠
町

内
の
３
か
所
（
四
ツ
屋
、
藤
寄
、
次

第
浜
）
の
蛇
口
で
採
水
し
た
水
の
水

質
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

毎
月
、蛇
口
か
ら
採
水
し
た
水
は
、

企
業
団
の
検
査
機
器
に
よ
り
水
質
検

査
を
実
施
し
、
安
全
性
の
確
認
を
行

い
ま
す
。

役
場
上
下
水
道
課

　
　

☎
２
７―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
４
１
）

安
全
で
安
心
な

安
全
で
安
心
な

水
道
水
を
ご
家
庭
へ

水
道
水
を
ご
家
庭
へ

安
全
で
安
心
な

安
全
で
安
心
な

水
道
水
を
ご
家
庭
へ

水
道
水
を
ご
家
庭
へ

　

町
の
上
水
道
の
水
は
、
毎
月
定
期
的
に
水
質
を
調
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ

ん
が
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
が
、飲
料
水
の
水
質
基
準
（
水
道
法
に
定
め
ら
れ
た
検
査
）

に
適
合
し
て
安
全
か
ど
う
か
を
検
査
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

上
水
道
の
水
質
に
つ
い
て

　

私
た
ち
が
日
常
生
活
で
飲
ん
で
い

る
水
道
の
水
は
、
安
心
し
て
飲
め
る

よ
う
に
と
、
薬
品
や
機
械
な
ど
を

使
っ
て
、
原
水
（
阿
賀
野
川
の
水
）

や
各
家
庭
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
を
厳

し
く
検
査
し
て
い
ま
す
。

　

別
表
が
、
昨
年
９
月
に
家
庭
の
蛇

口
か
ら
採
水
し
た
水
の
全
項
目
に
つ

い
て
の
水
質
検
査
結
果
で
す
。
町
で

検
査
し
て
い
る
51
項
目
す
べ
て
が
、

水
道
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基

準
に
適
合
す
る
、
安
全
な
水
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
検
査
結
果

で
し
た
。

※
水
質
基
準
の
項
目
と
は

　

水
道
水
は
、
水
道
法
に
定
め
ら
れ

た
水
質
基
準
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
は
、
健
康
に
関
連
す
る
項
目

30
項
目
、
水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状

に
関
連
す
る
項
目
20
項
目
と
、
そ
の

他
１
項
目
、
合
計
51
項
目
で
、
法
的

義
務
の
あ
る
も
の
で
す
。

塩
素
臭
に
つ
い
て

　

水
道
水
は
、
病
原
菌
な
ど
に
よ
る

汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
、
塩
素
に
よ
る

消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

塩
素
消
毒
さ
れ
た
水
道
水
の
中
に

残
っ
て
い
る
塩
素
の
事
を
残
留
塩
素

と
言
い
ま
す
。
残
留
塩
素
は
時
間
の

経
過
と
と
も
に
減
少
し
て
い
き
ま
す

が
、
水
道
の
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
中

に
0.1
㎎
／
ｌ
以
上
あ
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

塩
素
臭
の
な
い
水
は
病
原
菌
に
汚
染

さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
す
。
塩

素
臭
は
安
全
な
水
の
標
な
の
で
、
安

心
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

役
場
（
上
下
水
道
課
）
で
は
、
残

留
塩
素
を
確
認
す
る
方
法
と
し
て
薬

品
を
入
れ
赤
く
発
色
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

塩
素
臭
を
取
り
除
く
方
法
は
、
５

分
ほ
ど
沸
騰
さ
せ
る
と
ほ
と
ん
ど
無

く
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
浄

水
器
で
も
取
り
除
く
こ
と
が
出
来
ま

す
が
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
取
扱
説

明
書
に
よ
る
維
持
管
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

朝
一
番
の
水
は
飲
み
水
以
外
に
！

　

み
な
さ
ん
の
お
宅
の
蛇
口
か
ら
朝

一
番
や
長
時
間
留
守
に
さ
れ
て
い
た

と
き
出
る
最
初
の
水
は
、
水
道
管
内

に
長
時
間
滞
留
し
て
い
る
た
め
、
赤

項　　　目 水質基準値 水質検査結果

水

道

法

に

基

づ

く

水

質

基

準

項

目

健
康
に
関
連
す
る
項
目

細　菌 1 一般細菌 1㎖中100個以下 0
2 大腸菌群 検出されないこと 不検出

無
機
物
質
・
重
金
属

3 カドミウム及びその化合物 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満
4 水銀及びその化合物 0.0005㎎／ℓ以下 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満
6 鉛及びその化合物 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満
7 ヒ素及びその化合物 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満
8 六価クロム化合物 0.05㎎／ℓ以下 0.005未満
9 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満
10 硝酸・亜硝酸性窒素 10㎎／ℓ以下 0.20
11 フッ素及びその化合物 0.8㎎／ℓ以下 0.05
12 ホウ素及びその化合物 1.0㎎／ℓ以下 0.1未満

一
般
有
機
化
学
物
質

13 四塩化炭素 0.002㎎／ℓ以下 0.0002未満
14 1，4－ジオキサン 0.05㎎／ℓ以下 0.005未満
15 1，1－ジクロロエチレン 0.02㎎／ℓ以下 0.002未満
16 シス－1，2－ジクロロエチレン 0.04㎎／ℓ以下 0.004未満
17 ジクロロメタン 0.02㎎／ℓ以下 0.002未満
18 テトラクロロエチレン 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満
19 トリクロロエチレン 0.03㎎／ℓ以下 0.003未満
20 ベンゼン 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満

消
毒
副
生
成
物

21 クロロ酢酸 0.02㎎／ℓ以下 0.002未満
22 クロロホルム 0.06㎎／ℓ以下 0.017
23 ジクロロ酢酸 0.04㎎／ℓ以下 0.004未満
24 ジブロモクロロメタン 0.1㎎／ℓ以下 0.007
25 臭素酸 0.01㎎／ℓ以下 0.001未満
26 総トリハロメタン 0.1㎎／ℓ以下 0.037
27 トリクロロ酢酸 0.2㎎／ℓ以下 0.02未満
28 ブロモジクロロメタン 0.03㎎／ℓ以下 0.013
29 ブロモホルム 0.09㎎／ℓ以下 0.001未満
30 ホルムアルデヒド 0.08㎎／ℓ以下 0.008未満

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目

着　色

31 亜鉛及びその化合物 1.0㎎／ℓ以下 0.01未満
32 アルミニウム及びその化合物 0.2㎎／ℓ以下 0.03
33 鉄及びその化合物 0.3㎎／ℓ以下 0.07
34 銅及びその化合物 1.0㎎／ℓ以下 0.01未満

味　覚 35 ナトリウム及びその化合物 200㎎／ℓ以下 8.2
着　色 36 マンガン及びその化合物 0.05㎎／ℓ以下 0.005未満

味　覚
37 塩化物イオン 200㎎／ℓ以下 8.5
38 カルシウム､マグネシウム等（硬度） 300㎎／ℓ以下 20
39 蒸発残留物 500㎎／ℓ以下 67

発　泡 40 陰イオン界面活性剤 0.2㎎／ℓ以下 0.02未満
カビ臭 41 ジェオスミン 0.00002㎎／ℓ以下 0.000001未満

42 2－メチルイソボルネオール 0.00002㎎／ℓ以下 0.000001未満
発　泡 43 非イオン界面活性剤 0.02㎎／ℓ以下 0.005未満
臭　気 44 フェノール類 0.005㎎／ℓ以下 0.0005未満
味　覚 45 有機物（過マンガン酸カリウム消費量） 10㎎／ℓ以下 0.8
基
礎
的
性
状

46 ｐＨ値 5.8以上8.6以下 7.6
47 味 異常でないこと 異常を認めず
48 臭気 異常でないこと 異常を認めず
49 色度 ５度以下 1
50 濁度 ２度以下 0.1未満

その他 残留塩素 遊離型0.1㎎／ℓ以上 0.3

飲み水ができるまで飲み水ができるまで
〈阿

あ

賀
が

野
の

川
がわ

取
しゅ

水
すい

口
こう

〉

川から水をとり入れま
す。

〈沈
ちん

　砂
さ

　池
ち

〉

水にまじっている大きなゴ
ミや砂をとりのぞきます。

〈着
ちゃく

　水
すい

　井
い

〉

浄水場の入口です。ここできれ
いにする水の量を調整します。

〈沈
ちん

で ん 池
ち

〉

薬品を入れてかきまぜ、こま
かいゴミなどをしずめます。

〈聖
せい

籠
ろう

調
ちょう

整
せい

池
ち

〉 〈送
そう

水
すい

ポンプ〉

各調整池へポンプで水
を送ります。

〈浄
じょう

　水
すい

　池
ち

〉

きれいになった水をた
くわえておきます。

〈ろ　過
か

　池
ち

〉

水を砂と小石でこして
きれいにします

このようにして、みなさんのご家庭へ安全な水道水を
お届けしています。各ご家庭へ

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

聖
籠
町
の
水
質
検
査
結
果　

―
 

平
成
17
年
９
月
採
水 ―

薬
やく

品
ひん

塩
えん

素
そ
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交交 通通
安安 全全
交 通
安 全
Ｎ
ＥＷＳ
vol. 50

　

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

使
用
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

５
月
の
調
査
で
は
、
使
用
者
率
が
５

割
弱
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
約
９
割
に

比
べ
て
と
て
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
警
察
で
は
「
子
ど
も
に
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
う
の
は
大
人
の
義

務
。
子
ど
も
を
守
っ
て
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
者
率

は
、
義
務
化
前
は
１
割
く
ら
い
だ
っ

た
の
が
２
０
０
０
年
の
使
用
義
務
化

で
５
割
を
超
え
ま
し
た
が
、
そ
の
後

は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
乳
児
に
比
べ
て
５
歳
児
の

方
が
使
う
割
合
が
低
く
な
っ
て
お
り
、

「
大
き
く
な
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」
と

か
考
え
な
い
で
身
長
が
１
３
５
㎝
く

ら
い
ま
で
は
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
座

ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
取

り
付
け
て
い
て
も
、
し
っ
か
り
と
固

定
し
な
け
れ
ば
、
交
通
事
故
の
衝
撃

か
ら
子
ど
も
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
子
ど
も
の
体
格
に
あ
っ
た
も

の
を
し
っ
か
り
と
固
定
し
ま
し
ょ

う
。

　

町
で
は
交
通
安
全
指
導
員
の
指
導
に
よ
り
毎
年
、
こ
ど
も
園
・
小

中
学
校
で
交
通
安
全
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
新
学
期
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

園
児
や
小
学
校
低
学
年
児
童
に
は
、
道
路
の
歩
行
や
横
断
歩
道
の

渡
り
方
、
小
学
校
中
高
学
年
児
童
に
は
自
転
車
の
乗
り
方
な
ど
を
保

護
者
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
指
導
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中

学
生
に
は
ビ
デ
オ
と
講
話
を
と
お
し
て
今
ま
で
学
ん
で
き
た
交
通
安

全
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ど
の
学
校
で
も
子
ど
も
た
ち
は
指
導
員
の
話
を
素
直
に
聴
き
、
真

剣
に
学
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
命
を
守
る
た
め
の
交
通
ル
ー
ル
。
学
ん

だ
ル
ー
ル
は
し
っ
か
り
守
り
ま
し
ょ
う
。
守
ら
な
い
人
が
い
た
ら
、

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
み
ん
な
で
声
を
か
け
注
意
し
あ
い
ま
し
ょ

う
。

交
通
ル
ー
ル
は

交
通
ル
ー
ル
は

　
　
　

命
を
守
る

　
　
　

命
を
守
る

交
通
ル
ー
ル
は

交
通
ル
ー
ル
は

　
　
　

命
を
守
る

　
　
　

命
を
守
る

〜
各
学
校
で
交
通
安
全
教
室
開
催
〜

〜
各
学
校
で
交
通
安
全
教
室
開
催
〜

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
で

　
　
　
　

子
ど
も
を
守
ろ
う

〜
義
務
化
以
降
使
用
者
率
伸
び
悩
む
〜

交通安全に関する
ことは
役場生活環境課

☎２７―１９６２
（直通）
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町の交通事故

発生状況
区分

年

４月 １月～４月

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成18年 3 0 3 28 0 40

平成17年 11 0 15 41 0 61

増　減 －8 0 －12 －13 0 －21

　

木
の
枝
葉
が
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
」

や
「
止
ま
れ
」
な
ど
の
標
識
に
被
さ

り
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

植
物
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
が
一

年
中
で
一
番
成
長
す
る
時
期
で
す
。

気
が
つ
か
な
い
間
に
枝
や
葉
を
大
き

く
広
げ
て
標
識
を
隠
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
子
供

た
ち
も
外
で
遊
ぶ
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

枝
や
葉
で
「
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
」
な

ど
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
、

外
に
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
落
と
す

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
や
集
落
周
辺
の
交
通
安
全
施

設
を
点
検
し
、
枝
葉
が
被
さ
っ
て
い

た
ら
取
り
払
う
な
ど
し
て
、
交
通
事

故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

木
の
枝
や
葉
で

  
〝
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
〞
が

隠
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

違
法
駐
車
は
、
通
行
の
妨
害
や
交

通
渋
滞
の
原
因
と
な
る
ほ
か
、
道
路

の
見
通
し
を
悪
く
し
、
歩
行
者
や
自

転
車
の
飛
び
出
し
事
故
の
原
因
と
な

る
な
ど
迷
惑
で
危
険
で
す
。

　

違
法
駐
車
の
大
半
は
、
運
転
者
が

車
両
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

違
法
駐
車
行
為
を
し
た
運
転
者
を
特

定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
運
転
者
に

対
す
る
責
任
の
追
及
が
困
難
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
車
両

の
運
行
を
管
理
し
て
い
る
使
用
者
の

責
任
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
違
法
駐
車
の
取
締
り
事
務

の
合
理
化
を
図
る
た
め
、
警
察
署
長

よ
り
、
放
置
車
両
の
確
認
や
標
章
の

取
付
け
な
ど
の
取
締
り
関
係
事
務
を

民
間
法
人
に
委
託
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

雨
の
日
は
、
視
界
が
悪
く
な
り
運

転
に
必
要
な
情
報
の
入
手
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
濡
れ
た
路
面
は

滑
り
や
す
く
、
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
い

状
態
に
な
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
車
間
距
離
を
十
分

に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
滑
り
や
す
い
雨
の
降
り
は
じ

め
に
は
、
速
度
を
控
え
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

雨
の
日
は
、速
度
を
落
と
す
こ
と
が
、

事
故
防
止
の
第
一
歩
！

新潟県
交通安全マスコット

ルルちゃん

交通事故防止に

ご協力ください。

６
月
１
日
か
ら

　
　

駐
車
違
反
に
関
す
る
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

雨
の
日
の
運
転
は
要
注
意
！

〜
雨
の
日
の
交
通
事
故
防
止
〜
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《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆心配ごと相談
　７日（水）21日（水）
町社会福祉協議会

　☎27－6767
◆行政相談
　６日（火）
役場総務課（内線223）
◆乳幼児健康診査・各種学級
○１歳２か月児歯科健診
　19日（月）午後１時15分～
○１歳６か月児健診
　29日（木）午後１時15分～
○乳児健診
　30日（金）午後１時15分～
◆ 各種予防接種
　（受付は１時10分からです）
○ＢＣＧ予防接種
　１日（木）午後１時40分～
○麻しん風しん混合予防接種
　２日（金）午後１時40分～
○三種混合予防接種
　20日（火）午後１時40分～

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

INFORMATION
お
し
ら
せ

お問い合わせ先
町　役　場 ☎２７－２１１１
町 民 会 館 ☎２７－２１２１
図　書　館 ☎２７－６１６６
保健福祉課（保健福祉センター内）

☎２７－６５１１
診　療　所 ☎２７－１２３４

６ 月 の 行 事

町
長
の
動
向

（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

6
月

1
日
・ 

西
部
地
区
農
道
整
備
事
業

推
進
協
議
会
総
会

　
　

・ 

聖
籠
町
病
害
虫
防
除
協
議

会
総
会

　
　

・
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク（
本
三
賀
）

4
日
・
町
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

5
日
・ 

聖
籠
町
農
業
者
年
金
受
給

者
連
盟
総
会

7
日
・ 

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協

議
会
新
潟
県
支
部
総
会

8
日
・
新
潟
県
都
市
計
画
審
議
会

　
　

・ 

新
潟
県
都
市
計
画
協
会
総

会

11
日
・ 

さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
民
謡
の

祭
典

15
日
・
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

17
日
・ 

中
国
黒
龍
江
省
県
費
留
学

生
歓
迎
会

20
日
・
6
月
議
会
定
例
会
（
初
日
）

29
日
・
聖
籠
町
国
民
保
護
協
議
会

　

聖
籠
町
は
、
昭
和
52
年
８
月
に
「
町
」
と

し
て
誕
生
し
、来
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
記
念
事
業
に
つ
い
て
の
ア
イ
デ

ア
を
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

町
の
30
歳
と
い
う
誕
生
年
を
町
民
の
皆
さ

ん
と
お
祝
い
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
に

つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
「
緑
・
ふ
れ
あ
い
・
夢
づ
く
り
」
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
新
し
い
一
歩
と
な
る
よ
う

な
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
記
念
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
す
る
委
員
数
名
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て

募
集
し
ま
す
。無
報
酬
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

検
討
期
間
は
概
ね
今
年
8
月
か
ら
10
月
頃
ま

で
の
３
か
月
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

・
記
念
事
業
ア
イ
デ
ア

　

広
報
紙
添
付
の
町
政
ポ
ス
ト
用
の

は
が
き
を
利
用
す
る
か
、
ま
た
は
、

Ｅ-

メ
ー
ル
で
次
の
事
項
を
記
入
し

て
お
送
り
下
さ
い
。

①
事
業
の
名
前　

②
事
業
の
内
容

（
で
き
る
だ
け
詳
し
く
）　

③
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先

・
記
念
事
業
検
討
委
員

　

電
話
受
付
け
と
し
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢･

連
絡
先
を
お
聞
き
し
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
締
め
切
り

　

平
成
18
年
7
月
20
日
（
木
）

役
場
総
務
課
総
合
政
策
係

☎
２
７―

２
１
１
１（
内
線
２
２
７
）

Ｅ-

メ
ー
ル

ham
anas@

inet-shibata.or.jp

町制30周年記念事業の町制30周年記念事業の
アイデアを募集しますアイデアを募集します
町制30周年記念事業の町制30周年記念事業の
アイデアを募集しますアイデアを募集します
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町
で
は
、
中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
か
ら

新
潟
大
学
な
ど
へ
留
学
し
て
い
る
皆

さ
ん
を
招
い
て
交
流
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩

り
交
流
会
と
歓
迎
会
を
次
の
と
お
り

計
画
し
ま
し
た
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
総

務
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

６
月
17
日
（
土
）

（
さ
く
ら
ん
ぼ
の
出
来
に
よ
り
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

● 

町
内
見
学
・
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
交

流
会

時
間　

正
午
〜
２
時
45
分

内
容　

留
学
生
と
一
緒
に
町
内
文
化

財
等
の
見
学
と
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

募
集
定
員　

10
人
程
度

（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

一
人　

５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
幼
児
と
学
生
は
無
料
）

集
合
場
所　

午
前
11
時
50
分
ま
で
に

役
場
正
面
玄
関
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。（
昼
食
は
用
意
し
ま
せ
ん
。）

●
留
学
生
歓
迎
会

時
間　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

場
所　
「
聖
友
食
堂
」

　
　
　
　
（
聖
籠
町
大
字
諏
訪
山
）

募
集
定
員　

20
人

（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
費　

一
人　

１
、０
０
０
円

対
象
者　

20
歳
以
上
の
方

　
　
（
酒
席
を
予
定
し
て
い
ま
す
。）

役
場
総
務
課　

総
合
政
策
係 

☎
２
７―

２
１
１
１（
内
線
２
２
３
）

６
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ―

４
聖
籠
店
駐
車

場
、
聖
籠
地
場
物
産
館
前
ア
ー

ケ
ー
ド
内

イ
ベ
ン
ト
内
容

・ 

さ
く
ら
ん
ぼ
激
安
販
売
（
５
０
０

円
相
当
を
１
０
０
円
で
販
売
）

　

９
時
か
ら
と
11
時
か
ら
の
２
回

　

※
各
先
着
５
０
０
名

・ 

プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー（
綿
あ
め
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
）
10
時
〜

・
抽
選
コ
ー
ナ
ー

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

１
等　

さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　

１
㎏

２
等　

同　
　
　
　
　

５
０
０
ｇ

３
等　

同　
　
　
　
　

３
０
０
ｇ

４
等　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
他

 

北
越
後
農
業
協
同
組
合
聖
籠
支
店

　

ふ
れ
あ
い
課　

☎
２
７―

５
７
３
７

国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
‼

国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
‼

聖
籠
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
開
催

聖
籠
さ
く
ら
ん
ぼ
祭
り
開
催

新発田市
オープン・カレッジ
ファンタジー

―大人が読む児童文学―

 ６月22日（木）から７月27日（木）ま
での毎週木曜日（全６回）
　午後７時～８時30分
 新発田市生涯学習センター
近年映画などで話題となっているファ
ンタジー作品をその時代背景や文学的視
点からわかりやすく読み解いていきま
す。
「銀河鉄道の夜」、「指輪物語」、「ナルニ
ア国物語」、「海底二万マイル」、「はてし
ない物語」、「ゲド戦記」
成人
受講料　3,000円※ご夫婦で参加の場合
は、お一人様500円引きとなります。
申込締切　６月21日（水）
  敬和学園大学　☎26－2394

 

新潟大学法律相談部
無料法律相談会開催

　新潟大学法律相談部では、部員の勉学
を通じて蓄積された知識を皆さまの一助
となすことを目的に年２回無料法律相談
会を行っております。
　この度も次のとおり開催しますので相
談を希望される方は、電話で申し込みく
ださい。
●相談会開催日
 ６月18日（日）
　午前10時～午後５時
係争中の事件を除く民事事件
 新潟大学五十嵐キャンパス
　法文棟
●電話受付
 ６月２日（金）
　午後１時～午後７時
 ６月３日（土）、４日（日）
　午前10時～午後７時
●受付電話
☎025－263－7504
☎050－7520－8737

昨年の交流会

昨年のさくらんぼ祭り
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平
成
17
年
２
月
16
日
に
京
都
議
定

書
が
発
効
し
て
か
ら
、
１
年
以
上
が

過
ぎ
ま
し
た
。
地
球
規
模
の
環
境
破

壊
を
招
く
地
球
温
暖
化
に
対
し
て
、

世
界
が
、
法
的
拘
束
力
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

放
っ
て
お
く
と
、
世
界
規
模
の
災

害
を
招
く
地
球
温
暖
化
。
温
暖
化
の

原
因
の
1
つ
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の

生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

で
す
。
つ
ま
り
、
地
球
温
暖
化
を
防

ぎ
、
聖
籠
町
の
青
い
空
や
豊
か
な
自

然
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て
、
地
域
か
ら

排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
を
減

ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
は
環
境
月
間
、
６
月
５
日
は

環
境
の
日
で
す
。

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
、
省

エ
ネ
を
心
が
け
る
、
エ
コ
マ
ー
ク
や

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
と
い
っ
た
環
境
ラ

ベ
ル
の
つ
い
た
製
品
を
購
入
す
る
、

環
境
家
計
簿
を
つ
け
る
…
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を
、

今
月
は
特
に
意
識
し
て
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

生
活
環
境
課　

環
境
推
進
係

☎
２
７―
２
１
１
１
（
内
２
８
３
）

６
月
は
児
童
手
当

『
現
況
届
』
の
月
で
す
！

　

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
！

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
給
者
に

は
６
月
上
旬
に
町
保
健
福
祉
課
か
ら

現
況
届
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
必

要
書
類
を
添
付
し
て
、
期
限
内
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

６
月
12
日

　

児
童
手
当
を

　
　

振
込
み
し
ま
す

　

児
童
手
当
の
６
月
支
払
い
分
（
平

成
18
年
２
月
〜
18
年
５
月
分
）
は
６

月
12
日
（
月
）
に
受
給
者
の
指
定
し

た
金
融
機
関
に
振
込
み
ま
す
。
個
人

へ
の
支
払
い
通
知
書
は
、
こ
の
紙
面

を
も
っ
て
通
知
に
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

保
健
福
祉
課　

児
童
手
当
担
当

☎
２
７―

６
５
１
１

環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
ょ
う

平成17年度における情報
公開条例、個人情報保護
条例の運用状況　　　　
１．情報公開条例の運用状況

　情報公開制度は町が持つ公文書の

公開を求める町民の権利を明らかに

するとともに、皆さんへの説明責任

を果たし、公正で開かれた町政を運

営するための制度です。

①情報公開請求件数 1

うち開示件数 1

うち非開示件数 0

②不服申立て件数 0

２．個人情報保護条例の運用状況

　個人情報保護制度は町が持つ自己

に関する個人情報の開示、訂正等を

求める町民の権利を保障し、町民の

基本的人権を擁護する制度です。

　個人情報の開示、訂正、削除等の

請求等はありませんでした。

 役場総務課総合政策係

☎27－2111（内線227）

　

放
送
大
学
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
が
学
べ
る
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業
を
行
う
正
規
の

通
信
制
大
学
で
す
。

■
募
集
学
生

　

〇
教
養
学
部

　
　
（
全
科
生
・
選
科
生
・
科
目
生
）

　

〇
大
学
院

　
　
（
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
）

■
出
願
受
付
期
間

　

６
月
15
日
（
木
）
〜

　

８
月
15
日
（
火
）

★
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の

幅
広
い
分
野
の
科
目
（
約
３
０
０
科

目
）が
選
べ
ま
す
。健
康
、福
祉
、心
理

に
関
す
る
科
目
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

役
立
つ
科
目
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

取
り
あ
え
ず
、
資
料
を
ご
請
求
く

だ
さ
い
！
（
無
料
送
付
）

■
資
料
請
求
・
問
合
せ
先

〒
９
５
１―

８
１
２
２

新
潟
市
旭
町
通
１―

７
５
４

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５―

２
２
８―

２
６
５
１

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
・
10
月
入
学
生
募
集

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス

放
送
大
学
・
10
月
入
学
生
募
集
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入　札　結　果
入札日　Ｈ18.4.12～24

工事(件)名 契約額(円) 業 者 名 納入完了日又は
工事(委託)期間最終日

１
障害福祉計画策定業務委
託

入札中止に
より随意契
約 
随意契約額
2,242,590

㈱オリス 平成19年３月30日

２
聖籠中学校空調設備機器
保守点検業務委託

1,417,500 研冷工業㈱ 平成19年３月31日

３
聖籠大堰管理棟敷地内植
栽維持管理業務委託

2,520,000
北越緑化㈱
聖籠営業所

平成19年３月23日

４
加治川堤桜維持管理業務
委託

1,312,500
北越緑化㈱
聖籠営業所

平成18年10月31日

５
臨海西公園維持管理業務
委託

2,940,000 曽根建㈱ 平成19年３月23日

６
弁天潟風致公園維持管理
業務委託

2,730,000 ㈱市川組 平成18年10月31日

4 月の届出

赤ちゃん 保護者 行政区

翔
しょう

　汰
た

ちゃん （ 長谷川弘和 ） 蓮　潟

和
な

　桜
お

ちゃん （ 平野　正人 ） 次第浜

倖
こう

　大
た

ちゃん （ 曽我　哲也 ） 網代浜

怜
れ

　依
い

ちゃん （ 福島　朋浩 ） 東　山

　仁
じん

　ちゃん （ 加藤　　悟 ） 網代浜

拓
たく

　海
み

ちゃん （ 菅　富美子 ） 旭ヶ丘

莉
り

　子
こ

ちゃん （ 細野　幸治 ） 亀　塚

敦
あつ

　紀
き

ちゃん （ 坂井　　優 ） 二本松

げんきなよい子
出生

新郎・新婦 行政区

髙　橋　信
しん

　弥
や

さん｝ 蓮　潟
（髙橋）　生

たか

　愛
え

さん

（大滝）　竜
りょう

　平
へい

さん｝ 道賀新田
村　山　真

ま

　奈
な

さん

　杣
そま

　　尚
なお

　記
き

さん｝ 亀　塚
（阿部）　美

み

保
ほ

子
こ

さん

幸多い人生を
婚姻

氏　名 年齢 行政区

新　保　助
すけ

　衛
えい

さん （75歳） 大夫興野

渡　邊　　　登
のぼる

さん （77歳） 網代浜

髙　橋　チヨノさん （89歳） 網代浜

宮　野　又
また

　治
じ

さん （83歳） 山三賀

五十嵐　ミ　スさん （90歳） 蓮　潟

笹　山　岩
いわ

　雄
お

さん （79歳） 四ッ屋

渡　邉　作
さく

太
た

郎
ろう

さん （80歳） 次第浜

ごめいふ
くをお祈りします
死亡

（注１） 届出の際にご承諾の押印をいただいた方
のみ掲載しております。

（注２） 略した文字で掲載している場合がありま
す。戸籍の氏名と異なることがあります。
ご了承ください。

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
就
労
等
に
よ
り
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
家
庭
の
小
学

校
低
学
年
児
童
に
遊
び
を
通
じ
て
児

童
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
も
の

で
、
３
小
学
校
校
内
で
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役

場
保
健
福
祉
課
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
又
は
各
児
童
ク
ラ
ブ
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
急
な
仕
事
等
に
よ
り
児
童

の
面
倒
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合

の
緊
急
一
時
入
会
制
度
も
あ
り
ま

す
。

■
開
設
場
所

・ 

蓮
野
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
蓮
野
小
学
校
内
）

　

☎
０
９
０―

８
０
３
５―

９
３
９
２

・ 

山
倉
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
山
倉
小
学
校
内
）

　

☎
０
９
０―

７
２
６
２―

３
１
８
０

・ 
亀
代
児
童
ク
ラ
ブ

　
（
亀
代
小
学
校
内
）

　

☎
０
９
０―

８
０
３
１―

４
７
３
９

■
開
設
時
間

・ 

平
日
：
午
後
１
時
00
分
か
ら
原
則

午
後
６
時
00
分
ま
で

・ 

土
曜
：
午
前
７
時
30
分
か
ら
原
則

午
後
６
時
00
分
ま
で

・ 

学
校
長
期
休
業
日
：
午
前
７
時
30

分
か
ら
原
則
午
後
６
時
00
分
ま
で

※ 

午
後
５
時
前
に
す
べ
て
の
児
童
が

帰
宅
し
た
場
合
は
午
後
５
時
に
閉

館
し
ま
す

※ 

風
邪
の
流
行
や
台
風
等
で
学
校
閉

鎖
に
な
っ
た
場
合
に
は
児
童
ク
ラ

ブ
も
閉
鎖
し
ま
す
。

■
利
用
対
象
者

・ 

原
則
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で

■
会
費
等

・
通
常
入
会　

月 

５
、０
０
０
円

・ 

一
時
入
会　

１
日　
　

２
５
０
円

　
　
　
　
　
　

午
前
半
日
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　

午
後
半
日
１
５
０
円

保
健
福
祉
課 

福
祉
係

☎
２
７―

６
５
１
１

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
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● 

援
助
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
者

　

聖
籠
町
に
居
住
し
、
小
・
中
学
校

に
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者① 

現
在
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

者
② 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
者
に
準

ず
る
程
度
に
経
済
的
に
困
窮
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
者

③ 
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
世
帯

で
あ
る
者

④ 

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
け
を
受
け

て
い
る
者

⑤ 

町
民
税
、
個
人
の
事
業
税
、
固
定

資
産
税
、国
民
年
金
掛
金
の
減
免
、

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
又
は
徴

収
の
猶
予
を
受
け
て
い
る
者

⑥ 

保
護
者
の
職
業
が
不
安
定
又
は
病

気
等
で
生
活
が
困
難
で
あ
る
者

●
援
助
期
間

　

平
成
18
年
度
、
１
学
期
分
（
4
月

分
か
ら
７
月
分
ま
で
）、
２
学
期
分

（
８
月
分
か
ら
12
月
分
ま
で
）、
３
学

期
分
（
１
月
分
か
ら
３
月
分
ま
で
）

●
申
請
手
続
き

　

次
の
期
間
中
、
学
校
教
育
課
の
窓

口
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。（
申

請
用
紙
は
、
学
校
教
育
課
及
び
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。）

●
申
請
期
間

① 

平
成
18
年
６
月
15
日
（
木
）
か
ら

平
成
18
年
７
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
支
給
対
象
：
１
学
期
分
か
ら
３

学
期
分
）

② 

平
成
18
年
９
月
14
日
（
木
）
か
ら

平
成
18
年
10
月
13
日
（
金
）
ま
で

（
支
給
対
象
：
２
学
期
分
、
３
学

期
分
）

※ 

①
の
期
間
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、

②
の
期
間
に
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※ 
②
の
期
間
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、

1
学
期
分
の
支
給
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

●
持
参
（
用
意
）
す
る
も
の

①
印
鑑

② 

平
成
17
年
分
所
得
証
明
書
（
家
族

全
員
分
）

③
住
民
票
謄
本

※ 

次
の
書
類
は
、
該
当
の
あ
る
人
だ

け
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④ 

個
人
事
業
税
が
減
免
さ
れ
て
い
る

人
は
、
減
免
決
定
通
知
書
の
写
し

⑤ 

国
民
年
金
掛
金
が
免
除
さ
れ
て
い

る
人
は
、
年
金
番
号

⑥ 

生
活
福
祉
資
金
の
貸
与
を
受
け
て

い
る
人
は
、
貸
付
決
定
通
知
書
の

写
し

⑦ 

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写

し
⑧ 

養
育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

●
就
学
援
助
の
認
定

　

所
得
状
況
等
を
調
査
し
、
生
活
保

護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
を
引
用
し

て
、
教
育
委
員
会
が
審
査
を
行
い
認

定
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。

●
就
学
援
助
金
の
支
給

　

年
３
回
（
９
月
・
１
月
・
３
月
）

保
護
者
名
義
の
普
通
預
金
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

● 

就
学
援
助
金
の
支
給
期
間
中

の
届
出

　

就
学
援
助
金
を
受
給
し
て
い
る
者

で
支
給
期
間
中
に
就
学
援
助
金
を
必

要
と
し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
学
校
教
育

課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

就
学
援
助
金
の
返
還

　

就
学
援
助
金
の
申
請
に
お
い
て
虚

偽
そ
の
他
不
正
を
行
っ
た
と
き
又
は

就
学
援
助
金
を
教
育
費
等
に
使
用
し

な
い
場
合
は
、
認
定
を
取
り
消
し
、

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。お

問
い
合
わ
せ

聖
籠
町
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

☎
２
７
―
２
１
１
１

（
内
線
３
０
２
）

就学援助制度のお知らせ
聖籠町

　町では、経済的にお困りの家庭に、聖籠町に居住し、町内の小・中学校に通学
する児童・生徒の教育費等の一部を予算の範囲内で援助する制度を設けておりま
す。平成18年度も次のとおり募集しますので期日までに申請してください。
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産
業
観
光
課

５
月
９
日
（
火
）

● 

派
川
加
治
川
水
環
境
整
備
事
業
推

進
協
議
会
総
会
開
催

　

聖
籠
町
及
び
新
発
田
市
で
は
、
加

治
川
治
水
記
念
公
園
か
ら
聖
籠
緑
地

（
東
港
）
の
間
、
約
４
㎞
を
流
れ
る

派
川
加
治
川
の
水
環
境
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
上
流
約
２
㎞
が
「
地
域

の
語
ら
い
の
場
」「
水
と
戯
れ
る
場
」、

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
」
な
ど
の

快
適
な
地
域
環
境
と
し
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

総
会
に
お
い
て
は
、
平
成
18
年
度

予
算
等
が
審
議
・
可
決
さ
れ
、
残
さ

れ
た
下
流
の
整
備
の
早
期
完
成
に
力

を
注
ぐ
こ
と
を
決
め
閉
会
し
ま
し

た
。

総

務

課

４
月
19
日
（
水
）

●
第
２
回
区
長
会
議
開
催

　

平
成
18
年
の
第
２
回
目
と
な
る
区

長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
各
集

落
の
区
長
へ
次
の
事
項
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

・ 

平
成
17
年
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

採
点
結
果
に
つ
い
て

・ 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
修
繕
の
補
助

金
に
つ
い
て

・ 

ア
メ
シ
ロ
防
除
に
係
る
薬
剤
散
布

希
望
調
査
に
つ
い
て

・
保
健
師
の
地
区
担
当
に
つ
い
て

・ 

児
童
遊
園
か
ら
発
生
す
る
剪
定
枝

の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い

て
・
地
域
振
興
支
援
事
業
に
つ
い
て

選
挙
管
理
委
員
会

４
月
19
日
（
水
）

● 

投
票
率
上
位
５
集
落
を
表
彰

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成

17
年
度
に
執
行
さ
れ
た
「
衆
議
院
議

員
総
選
挙
」
の
投
票
率
上
位
５
位
ま

で
の
集
落
に
対
し
て
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　

上
位
５
集
落
と
投
票
率
は
次
の
と

お
り
で
す
。

第
１
位　

八
幡
集
落 

86
・
30
％

第
２
位　

本
三
賀
集
落 

81
・
40
％

第
３
位　

丸
潟
集
落 

79
・
55
％

第
４
位　

尾
沢
ヶ
丘
集
落 

78
・
57
％

第
５
位　

聖
中
ヶ
丘
集
落 

76
・
54
％

　

投
票
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
権
利

で
す
。
次
期
選
挙
で
は
必
ず
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

学
校
教
育
課

４
月
25
日
（
火
）

● 

第
４
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・ 

平
成
18
年
度
聖
籠
町
育
英
資
金
貸

与
者
の
選
考

・
聖
籠
町
育
英
資
金
交
付
の
復
活

・ 

市
町
村
へ
の
人
事
権
の
移
譲
に
係

る
調
査
回
答

・ 

聖
籠
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

の
補
充
委
嘱

・ 

聖
籠
町
青
少
年
育
成
員
の
補
充
委

嘱
・ 

聖
籠
町
文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

行
委
員
会
規
約
の
制
定

　

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

農
業
委
員
会

４
月
25
日
（
火
）

●
聖
籠
町
農
業
委
員
会

　

第
19
期
第
26
回
総
会

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
譲

受
人
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

・ 

農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る
所

有
権
移
転
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
外
２
項
目
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動
な
ど

を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
担
当

課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

町
の
動
向

町
の
動
向

町
の
動
向

日時 会場 内容 申し込み対象 問い合わせ

派川加治川

区長会議

投票率上位集落の表彰
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な
っ
て
き
ま
し
た
。
７
月
19
日（
水
）

に
リ
ー
グ
戦
が
再
開
す
る
ま
で
に
、

け
が
を
し
た
選
手
が
復
帰
し
て
く
れ

ば
、
更
に
戦
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
十
分
な
期
待
が
持
て
ま

す
。

　

再
開
後
は
、
浦
和
レ
ッ
ズ
や
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
と
い
っ
た
強
豪
を

ホ
ー
ム
・
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
に
迎
え
撃

ち
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
試
合
が
新
潟

に
と
っ
て
は
試
金
石
で
あ
り
、
正
念

場
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
新
潟
ス

タ
ジ
ア
ム
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

チ
ー
ム
に
温
か
い
声
援
を
贈
っ
て
く

だ
さ
い
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

新
潟
県
内
も
本
格
的
に
暖
か
く
な

り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
東

港
の
新
潟
聖
籠
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

〝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
〞
で
は
、
参
加
者

の
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
た
フ
ッ
ト
サ
ル

リ
ー
グ
を
開
催
し
、
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
梅
雨
に
入
り
ま
す
が
、

屋
根
付
の
フ
ッ
ト
サ
ル
ピ
ッ
チ
を
使

用
す
る
リ
ー
グ
戦
で
す
の
で
、
中
止

な
ど
の
心
配
は
無
用
。
競
技
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
大
会
で
、思
い
っ
き
り
フ
ッ

ト
サ
ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

人
工
芝
コ
ー
ト
で
は
、
楽
し
み
志

向
の
８
人
制
サ
ッ
カ
ー
の
リ
ー
グ
戦

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ー
グ

戦
は
、
２
名
以
上
の
女
性
、
小
学
生
、

50
歳
以
上
の
選
手
が
プ
レ
ー
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
、
通
常
の
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
ト
よ
り
狭
い
コ
ー
ト
で
、
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

そ
の
他
、
女
性
に
人
気
の
『
ア
シ
ュ

タ
ン
ヨ
ガ
』
と
『
ピ
ラ
テ
ィ
ス
』
の

授
業
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
ス
ポ
ー
ツ
一
色
の
ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ

で
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
な
ど
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一

度
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

５
月
６
日
（
土
）
の
清
水
エ
ス
パ

ル
ス
戦
を
も
っ
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
は
一

時
中
断
に
入
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の

通
り
、
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
た
め
、
各

国
の
リ
ー
グ
は
す
べ
て
お
休
み
と
な

り
ま
す
。
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
戦
ま
で

の
12
試
合
を
終
え
て
、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
は
、
リ
ー
グ
６
位
。
お
よ

そ
３
分
の
１
を
終
え
た
段
階
で
、
ま

だ
ま
だ
強
敵
と
の
試
合

が
数
多
く
控
え
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
ま
で
は
ま

ず
ま
ず
の
成
績
と
い
え

ま
す
。

　

今
季
、
ク
ラ
ブ
が
目

標
に
掲
げ
た
順
位
は

リ
ー
グ
７
位
以
内
。

エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

の
エ
ジ
ミ
ウ
ソ
ン
選
手

を
は
じ
め
、
多
く
の
主

力
選
手
が
け
が
に
苦
し

み
ま
し
た
が
、
若
手
選

手
の
奮
起
や
チ
ー
ム
と

し
て
の
戦
い
方
が
浸
透

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
断
前
に
は
安
定
し
た

戦
い
を
見
せ
る
よ
う
に

アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!
アルビレックス
新潟情報 !!

リ
ー
グ
序
盤
の

　
　
　
　

12
試
合
終
了

　
　

新
潟
は
６
位

注
目
の
選
手

　

シ
ル
ビ
ー
ニ
ョ
選
手
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
か
ら
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に

加
わ
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
ミ
ッ
ド

フ
ィ
ル
ダ
ー
で
す
。ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

数
多
く
の
ク
ラ
ブ
を
渡
り
歩
き
、
来

日
後
は
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
選
手
と
し

て
Ｊ
１
リ
ー
グ
も
経
験
し
て
お
り
、

豊
富
な
経
験
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
へ
の

理
解
度
の
高
さ
は
、
そ
の
プ
レ
ー
に

も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
断
ま
で

の
リ
ー
グ
戦
で
は
、
12
試
合
す
べ
て

に
先
発
・
フ
ル
出
場
し
、
ま
さ
に
大

黒
柱
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
活
躍
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

11
人
の
新
潟
の
選
手
た
ち
の
中
心

に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
る
シ
ル
ビ
ー

ニ
ョ
選
手
は
、
ま
さ
に
攻
守
の
要
。

攻
撃
時
は
、
鋭
く
正
確
な
パ
ス
を
味

方
に
配
球
し
、攻
撃
を
形
作
り
ま
す
。

ボ
ー
ル
を
キ
ー
プ
す
る
力
に
も
秀
で
、

相
手
の
選
手
が
激
し
く
ぶ
つ
か
っ
て

き
て
も
、
ほ
と
ん
ど
ボ
ー
ル
を
失
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
体
の
強

さ
は
、
守
備
面
で
も
大
い
に
発
揮
さ

れ
、
両
チ
ー
ム
が
競
り
合
っ
て
こ
ぼ

れ
た
ボ
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
自
分
た

ち
の
ボ
ー
ル
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
激
し
く
熱
い

プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
選
手

で
す
が
、
普
段
は
正
反
対
に
物
静
か

で
篤
実
な
人
柄
で
す
。
早
く
も
、
新

潟
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

シ
ル
ビ
ー
ニ
ョ
選
手
。
こ
れ
か
ら
、

新
し
い
環
境
に
な
じ
ん
で
い
く
に
つ

れ
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を

新
潟
ス
タ
ジ
ア
ム
で
披
露
し
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ジ
に
ス
ポ
ー
ツ

シ
ー
ズ
ン
到
来
！

背番号８　ＭＦ
シルビーニョ選手
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聖
籠
中
学
校
で
は
、「
選
択
み
ら
い
」

と
題
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
や
先
生
が

講
師
と
な
り
、「
放
送
ア
ナ
ウ
ン
ス
」、

「
将
棋
」、「
囲
碁
」、「
和
楽
器
演
奏
」、

「
原
始
人
・
古
代
人
生
活
体
験
」
な

ど
の
28
講
座
を
週
一
回
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

講
座
は
、
生
徒
に
各
教
科
の
発
展

と
し
て
、
生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

学
年
の
枠
を
超
え
て
開
設
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

四
月
二
十
一
日
（
金
）、
全
校
生

徒
に
こ
の
講
座
を
選
択
す
る
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
各
講

座
の
講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
る
地
域

の
皆
さ
ん
や
先
生
が
、「
将
棋
の
強

い
相
手
に
勝
っ
た
と
き
の
楽
し
さ
」、

「
和
楽
器
の
す
ば
ら
し
さ
」
な
ど
、

受
け
持
つ
講
座
を
生
徒
に
Ｐ
Ｒ
し
た

後
、生
徒
が
希
望
す
る
講
座
を
選
択
。

　

希
望
者
が
殺
到
す
る
講
座
も
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
、
思

い
思
い
に
こ
れ
か
ら
受
講
す
る
講
座

を
選
択
で
き
た
よ
う
で
す
。

「
選
択
み
ら
い
」

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

生徒会から
　私たち、聖籠中学校生徒会では、このほど新し
い委員会“エコ・ボランティア委員会”を立ち上
げました。この委員会は、全校の皆さんのエコ・
ボランティア活動のイメージを変え、いつもお世
話になっている町、地域の皆さんに、ボランティ
ア等の活動を通じて感謝の気持ちを伝えるために
できました。最初の仕事は「学校の森」の掃除や
「学校の森」での企画を立てることです。そこで、
私たち中学生と一緒に活動していただける方を募
集していますので、皆様よろしくお願いします。

エコ・ボランティア
委員長
３年　渋谷　美香

森チームから
　ふるさとの森の草取りの日程です。いずれも日
曜日です。
　１回目…５月14日（終了）　４回目…７月２日
　２回目…５月28日（終了）　５回目…７月30日
　３回目…６月11日　　
時　間：９：00～10：30　　＊小雨決行
集合場所：中学校裏大駐車場
連絡先：聖中町民ホームベース
　　　　　　☎27－7085
　　　　　　（月～金8：30～16：30）
持ち物
　 軍手、鎌など。
　作業できる服装で
お越しください。

せいろう共育ひろば

みらいのたね
からのお知らせ

色々な花が咲き、大地のいぶきを身近に感じる季節になりました。
「せいろう共育ひろば　みらいのたね」も、また新しい出会いに期待しながら

平成18年度のスタートを切りました。
中学校生徒会と森チームからのお知らせです。

植樹（2004年） 植樹（2004年）

植樹（2003年） 草取り（2005年）
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四
月
十
七
日
（
月
）
晴
れ
。
で
も
、

と
〜
っ
て
も
寒
か
っ
た
こ
の
日
に
蓮
野

こ
ど
も
園
の
五
歳
児
さ
ん
は
、
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
す
ほ
ど
の
元
気
さ
で
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

整
備
部
三
人
の
お
母
さ
ん
方
が
〝
植

え
方
の
先
生
〞
と
し
て
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
ま
ず
、
半
分
に
切
っ
て
あ
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
切
り
口
に
、灰
を
つ
け
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
切
り
口
を
下
に
し
て
植

え
て
く
だ
さ
い
。」
と
説
明
が
あ
り
、

さ
っ
そ
く
植
え
始
め
ま
し
た
。

　

ど
の
子
も
真
剣
に
聞
い
て
い
た
の
で
、

ス
ム
ー
ズ
に
上
手
に
植
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
僕
こ
こ
に
植
え
た
ん
だ

よ
〜
」
と
。
見
て
み
る
と
、
土
の
上
に

は
手
形
が
し
っ
か
り
と
つ
い
て
い
て
、

一
生
懸
命
植
え
た
こ
と
が
伺
え
ま
し

た
。「
し
ゃ
っ
け
ー
」
と
い
い
な
が
ら

お
水
も
た
っ
ぷ
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
い

つ
頃
た
べ
ら
れ
ま
す
か
？
」の
質
問
に
、

植
え
方
の
先
生
は
「
七
月
頃
に
は
食
べ

ら
れ
ま
す
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

担
任
の
地
主
先
生
が
「
ど
う
や
っ
て
育

て
れ
ば
い
い
？
」
の
質
問
に
「
待
て
ば

い
い
！
」
と
。「
お
日
様
ば
か
り
だ
と

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」
に
「
雨
が
降

れ
ば
い
い
。」
と
何
と
も
か
わ
い
ら
し

い
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
、

最
後
に
は「
お
水
を
あ
げ
れ
ば
い
い
！
」

さ
す
が
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
ど
う
や
っ
て
食
べ
た

い
？
に
は
、
や
っ
ぱ
り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

　

お
家
の
方
は
ど
ん
な
お
料
理
を
作
っ

て
く
れ
る
の
か
な
。

　

四
月
二
十
一
日
（
金
）
蓮
潟
こ
ど

も
園
で
は
、
五
歳
児
親
子
交
通
安
全

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
保
護
者
が
車
に
乗

り
助
手
席
に
は
十
キ
ロ
の
赤
ち
ゃ
ん

の
人
形
を
抱
っ
こ
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
付
け
な
い
で
乗
り
、
後
部
座
席

に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
付
け
た
人
と

付
け
な
い
人
が
乗
り
、
時
速
三
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

ま
し
た
。
感
想
を
伺
う
と
、
助
手
席

の
方
は
「
知
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
心

構
え
が
あ
っ
た
が
、
自
分
の
体
が
浮

き
、
赤
ち
ゃ
ん
が
前
に
飛
ば
さ
れ
て

か
ば
い
き
れ
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。
大
事
な
わ
が
子
を
守
り

た
く
て
も
、
私
た
ち
の
力
で
は
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
に
、
新
発
田
警
察
の
方
か

ら
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
大
切
さ
を
実
話
を
通
し
て
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
い
よ
い
よ
横
断
歩
道

の
渡
り
方
を
親
子
で
練
習
し
ま
し

た
。
ど
の
子
も
、
話
を
よ
く
聞
い
て

い
た
の
で
右
・
左
・
右
を
よ
く
見
て

右
手
を
上
げ
て
上
手
に
渡
っ
て
い
ま

し
た
。

　

新
保
交
通
指
導
員
と
三
つ
の
お
約

束
！
①
一
人
で
公
園
に
行
か
な
い
で

②
一
人
で
道
路
を
歩
か
な
い
で
③
自

転
車
に
は
一
人
で
乗
ら
な
い
で
お
う

ち
の
人
と
一
緒
に
、
と
約
束
し
ま
し

た
。

　

蓮
潟
こ
ど
も
園
の
五
歳
児
の
話
の

聴
き
方
が
と
っ
て
も
上
手
で
、
新
保

さ
ん
に
大
き
な
花
丸
を
も
ら
い
ま
し

た
。き
っ
と
、こ
の
園
児
は
交
通
ル
ー

ル
を
ち
ゃ
ん
と
守
れ
る
大
人
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

いっぱいできるといいね
―ジャガイモ植え―

いっぱいできるといいね
―ジャガイモ植え―

よくできたね右左右
―五歳児親子交通安全教室―
よくできたね右左右

―五歳児親子交通安全教室―
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四
月
二
十
日
（
木
）、
今
日
は
お

楽
し
み
の
『
お
弁
当
の
日
』
し
か
し

お
天
気
は
あ
い
に
く
の
雨
。
そ
こ
で

四
・
五
歳
児
は
バ
ス
に
乗
り
、
目
的

地
だ
っ
た
治
水
公
園
ま
で
の
ミ
ニ
ド

ラ
イ
ブ
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
お
出
掛
け
気

分
で
園
児
た
ち
は
乗
車
。途
中
に
は
、

黄
色
の
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
白
い
木
蓮
、

畑
一
面
に
咲
い
て
い
る
水
仙
な
ど
、

窓
の
外
に
は
春
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
目
当
て
の
治
水
公
園
で
は
満
開
の

桜
が
園
児
を
お
出
迎
え
。
桜
の
ア
ー

チ
を
バ
ス
で
く
ぐ
る
と
園
児
た
ち
か

ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

春
を
感
じ
た
園
児
た
ち
、
園
の
広

場
で
い
よ
い
よ
お
昼
で
す
。「
い
た

だ
き
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
包

み
を
広
げ
る
と
、
こ
ち
ら
も
春
が

い
っ
ぱ
い
。
色
と
り
ど
り
の
可
愛
い

お
弁
当
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ

ま
す
。

　

サ
ッ
カ
ー
大
好
き
と
い
う
男
の
子

の
お
弁
当
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

形
の
お
に
ぎ
り
が
、
お
花
が
好
き
な

女
の
子
の
お
弁
当
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
形
の
ご
飯
や
お
花
の
形
の
ゆ
で
卵

が
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
イ
チ
ゴ

の
デ
ザ
ー
ト
が
入
っ
て
い
て
嬉
し
い

な
。」「
た
ら
こ
の
お
に
ぎ
り
が
一
番

好
き
。」
と
好
き
な
お
か
ず
も
詰
め

な
が
ら
、
子
ど
も
が
興
味
を
引
く
よ

う
に
、
ま
た
食
べ
や
す
い
よ
う
に
と

《
見
て
楽
し
く
、
食
べ
て
美
味
し
い
》

ひ
と
手
間
か
け
た
工
夫
を
感
じ
ま

す
。

　

愛
情
た
っ
ぷ
り
の
お
弁
当
を
美
味

し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
園
児
た
ち
の

姿
は
幸
せ
そ
の
も
の
。「
菜
っ
葉
は

嫌
い
だ
け
ど
…
」
と
言
う
園
児
も

残
っ
て
い
た
レ
タ
ス
を
パ
ク
リ
。
こ

れ
も
お
弁
当
効
果
で
し
ょ
う
か
。

　

楽
し
く
て
美
味
し
い
お
弁
当
の
日

で
し
た
。

おいしかったよ ありがとう
―お弁当の日―

おいしかったよ ありがとう
―お弁当の日―

　

す
く
す
く
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ん
ぼ
で

は
、
月
に
一
度
お
子
さ
ん
の
身
長
と

体
重
を
調
べ
る
測
定
日
を
設
け
て
い

ま
す
。
四
月
二
十
五
日
（
火
）
は
一

歳
以
上
児
の
測
定
日
。
風
の
冷
た
い

日
で
し
た
が
、
二
十
人
以
上
の
お
子

さ
ん
が
大
集
合
。
賑
や
か
な
測
定
と

な
り
ま
し
た
。

　

自
ら
ズ
ボ
ン
を
脱
ぎ
、
き
ち
ん
と

体
重
計
に
乗
る
お
子
さ
ん
、
大
人
と

同
じ
よ
う
に
背
筋
を
ピ
ン
と
伸
ば
し

て
身
長
を
測
る
お
子
さ
ん
、
い
つ
も

と
違
う
雰
囲
気
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
涙
目

の
お
子
さ
ん
な
ど
、
様
々
な
表
情
が

見
ら
れ
ま
す
。
マ
マ
さ
ん
た
ち
も
我

が
子
の
成
長
を
数
値
で
確
認
し
な
が

ら
一
喜
一
憂
。こ
ち
ら
も
様
々
で
す
。

　

測
定
日
は
欠
か
さ
ず
通
わ
れ
る
と

い
う
マ
マ
さ
ん
は
、「
毎
月
子
ど
も

の
成
長
が
確
か
め
ら
れ
る
の
が
嬉
し

い
で
す
。
家
で
は
な
か
な
か
測
れ
ま

せ
ん
か
ら
…
」
と
こ
の
日
を
楽
し
み

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
子
さ
ん
は
一

歳
八
か
月
の
や
ん
ち
ゃ
盛
り
。
育
児

の
悩
み
や
子
ど
も
の
病
気
で
困
っ
た

時
に
も
、
こ
こ
に
来
て
相
談
さ
れ
る

そ
う
で
す
。「
先
生
か
ら
は
す
ぐ
答

が
返
っ
て
く
る
の
で
、
と
て
も
助
か

り
ま
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

ま
た
通
い
続
け
る
事
で
、
今
で
は

家
を
行
き
来
す
る
仲
の
お
友
だ
ち
も

増
え
た
と
か
。「
子
ど
も
に
と
っ
て

も
大
人
に
と
っ
て
も
良
い
場
所
で

す
。」
と
こ
の
サ
ロ
ン
を
上
手
に
利

用
さ
れ
て
い
る
マ
マ
さ
ん
で
す
。

　

さ
く
ら
ん
ぼ
で
は
、
子
育
て
真
っ

最
中
の
マ
マ
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
い
つ
で
も
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

大きくなったかな?
―すくすくサロン さくらんぼ １歳以上児の測定日―

大きくなったかな?
―すくすくサロン さくらんぼ １歳以上児の測定日―
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今
年
の
桜
は
開
花
が
遅
く
、
よ
う
や

く
満
開
に
な
っ
た
四
月
十
八
日
（
火
）、

蓮
野
小
学
校
で
は
恒
例
の
「
一
年
生
を

迎
え
る
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

見
学
に
来
ら
れ
た
一
年
生
の
お
う
ち

の
方
も
見
守
る
中
、
五
年
生
に
手
を
引

か
れ
、
四
年
生
が
掲
げ
る
花
の
ア
ー
チ

を
く
ぐ
っ
て
新
一
年
生
の
入
場
で
す
。

　

児
童
会
歌「
蓮
の
実
児
童
会
」を
歌
っ

た
あ
と
、
早
速
六
年
生
に
よ
る
「
歓
迎

セ
レ
モ
ニ
ー
」が
始
ま
り
ま
し
た
。「
蓮

野
小
学
校
の
七
不
思
議
」
と
題
し
、
劇

仕
立
て
で
蓮
小
校
内
の
秘
密
を
た
っ
ぷ

り
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
校
内
で
一
番
お
い
し
い
水
飲
み
場

は
…
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
裏
に
は
○
の
大
群
が
い
る
…
」
な
ど

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
、
時
折
ど
っ
と

笑
い
が
起
こ
り
、
と
て
も
楽
し
い
内
容

で
し
た
。

　

次
は
新
一
年
生
一
人
ひ
と
り
が
自
己

紹
介
。
名
前
と
好
き
な
も
の
を
一
言
ず

つ
、
ど
の
子
も
大
き
な
声
で
し
っ
か
り

言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
す
で

に
蓮
小
の
立
派
な
一
年
生
で
す
。

　

続
い
て
全
校
児
童
に
先
生
方
も
交

じ
っ
て
の
ゲ
ー
ム
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列

車
」。
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
、
負
け
た

人
は
勝
っ
た
人
の
後
ろ
に
つ
い
て
つ
な

が
り
、
列
車
を
ど
ん
ど
ん
長
く
す
る
と

い
う
も
の
で
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
が
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
年
生
の
皆
さ
ん
、
六
年
生
を
始
め

と
し
て
、
み
ん
な
優
し
い
お
兄
さ
ん
お

姉
さ
ん
た
ち
ば
か
り
で
す
よ
。
分
か
ら

な
い
こ
と
は
何
で
も
聞
い
て
、
仲
良
く

楽
し
く
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

ね
。

　

山
倉
小
学
校
で
は
四
月
十
八
日
、

全
生
徒
参
加
の
お
花
見
給
食
が
開
か

れ
ま
し
た
。
風
は
少
々
強
か
っ
た
も

の
の
穏
や
か
な
日
差
し
の
中
、
校
舎

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ぐ
る
り
と
囲
む
よ

う
に
し
て
植
え
ら
れ
た
桜
も
ほ
ぼ
満

開
、
ま
さ
に
お
花
見
日
和
で
す
。

　

低
学
年
は
ベ
ラ
ン
ダ
で
、
中
・
高

学
年
は
校
庭
の
好
き
な
場
所
で
、
そ

れ
ぞ
れ
給
食
で
す
。
四
校
時
が
終
わ

る
と
同
時
に
敷
物
を
持
っ
た
児
童
た

ち
が
駆
け
出
し
、
ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
桜
の
下
を
陣
取
る
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

い
つ
も
と
は
違
う
食
事
場
所
、
美

味
し
い
給
食
、
美
し
い
桜
、
そ
ん
な

中
、
児
童
た
ち
の
笑
い
声
が
絶
え
ま

せ
ん
。当
日
の
献
立
は
、バ
タ
ー
ロ
ー

ル
、
ハ
ン
バ
ー
グ
に
サ
ラ
ダ
と
ス
ー

プ
、
牛
乳
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
ゼ
リ
ー

と
、
ト
レ
ー
に
は
み
ん
な
の
大
好
き

な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
び
ま
す
。

　

給
食
が
大
好
き
と
い
う
二
年
男
子

た
ち
は
「
外
で
食
べ
る
と
い
い
気
持

ち
で
、
給
食
も
美
味
し
い
よ
。」「
お

喋
り
を
し
な
が
ら
食
べ
ら
れ
て
嬉
し

い
。」と
当
日
は
一
段
と
食
欲
が
増
し
、

普
段
は
食
が
細
い
児
童
も
今
日
は
完

食
。「
ま
た
外
で
食
べ
た
い
な
。」
と

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
食
育
」
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て

い
る
昨
今
、
教
室
か
ら
離
れ
校
庭
で

自
然
を
感
じ
な
が
ら
友
だ
ち
と
い
た

だ
く
食
事
は
、
身
体
の
栄
養
は
も

と
よ
り
心
の
栄
養
に
も
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
お
腹
も
心
も
満
た
さ
れ
た

お
花
見
給
食
で
し
た
。

お兄さん、お姉さんよろしくお願いします
―１年生を迎える会―

お兄さん、お姉さんよろしくお願いします
―１年生を迎える会―

美しい桜の下で… お腹も心も満腹に
―お花見給食―

美しい桜の下で… お腹も心も満腹に
―お花見給食―
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四
月
二
十
六
日
（
水
）
さ
く
ら
も
散

り
始
め
た
こ
の
日
、
亀
代
小
学
校
で
は

毎
月
行
わ
れ
る
亀
ピ
カ
の
日
。
亀
ピ
カ

と
は
、
大
掃
除
の
日
。
昼
休
み
、
一
輪

車
や
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
元
気
に
外
で
遊

ん
で
い
ま
し
た
が
、
い
つ
も
よ
り
十
分

ほ
ど
早
く
掃
除
の
時
間
が
来
ま
し
た
。

　
「
五
分
前
で
す
。
掃
除
の
準
備
を
始

め
て
く
だ
さ
い
。」
と
放
送
が
あ
る
と
、

み
ん
な
各
々
の
掃
除
の
場
所
へ
移
動
し

ま
し
た
。
時
間
通
り
に
雑
巾
を
も
っ
た

児
童
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

い
つ
も
は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
班
で
掃
除
を
し
ま
す
が
、
こ
の
日

は
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
自
分
の
教
室
を
掃

除
し
ま
す
。
一
年
生
に
は
、
初
め
て
の

亀
ピ
カ
！
い
つ
も
勉
強
を
し
て
い
る
教

室
の
掃
除
と
あ
っ
て
、
一
生
懸
命
拭
き

掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
。
先
生
も
「
い

つ
も
大
き
い
子
と
一
緒
だ
け
ど
今
日
は

自
分
た
ち
が
し
っ
か
り
し
な
い
と
、
と

い
う
姿
が
み
ら
れ
ま
す
。」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
雑
巾
も
し
っ
か
り
絞
れ

て
い
ま
し
た
よ
。

　

中
学
年
は
、
慣
れ
て
い
る
よ
う
で
い

つ
も
の
掃
除
と
仕
方
の
違
い
を
聞
い
て

み
る
と
「
棚
の
中
ま
で
今
日
は
拭
く
ん

だ
よ
！
」と
気
合
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

六
年
生
の
一
部
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
掃

除
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
す
が
。
あ
ん

な
に
広
い
と
こ
ろ
も
き
れ
い
に
拭
き
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
も
「
一
年
生

の
食
べ
こ
ぼ
し
も
き
れ
い
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。」
と
お
褒
め
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　

文
字
通
り
、
亀
ピ
カ
！
に
な
り
ま
し

た
。

●
青
年
部

町
内
の
こ
ど
も
園
と
保
育
園
へ

　
　
　
　

花
の
種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

四
月
二
十
日
（
木
）、
聖
籠
町
商

工
会
青
年
部
（
渡
辺
賢
一
部
長
・
部

員
二
十
人
）
が
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と

し
て
、
町
内
の
こ
ど
も
園
と
保
育
園

５
施
設
を
訪
問
し
花
の
種
六
種
類
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
『
花
い
っ
ぱ
い
運
動
』
は
、
園
児

も
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
苗
は
初
夏
か
ら
咲

き
始
め
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
時
期

に
は
各
こ
ど
も
園
で
き
れ
い
な
花
が

見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

咲
く
の
が
楽
し
み
だ
ね
！

●
女
性
部

役
場
前
と
懸
信
前
の
歩
道
を

　
　

プ
ラ
ン
タ
ー
で
飾
り
ま
し
た

　

五
月
十
五
日
（
月
）、
商
工
会
女

性
部
鈴
木
典
子
部
長
、部
員
二
十
人
）

が
花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
し
て
、
可
愛

ら
し
い
ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
を
プ
ラ
ン

タ
ー
五
十
箱
に
植
え
、
役
場
前
と
懸

信
前
の
歩
道
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
一
日
で
も
長
く
き

れ
い
な
花
を
大
勢
の
皆
さ
ん
に
見
て

も
ら
い
た
い
と
、
水
く
れ
な
ど
の
管

理
も
行
い
大
切
に
育
て
て
い
ま
す
。

　

美
し
い
心
を
育
て
る
こ
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
は
、青
年
部
で
は
22
年
間
、

婦
人
部
で
は
19
年
間
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

ピッカピカ 亀ピカの日
―亀代小学校 大掃除―

ピッカピカ 亀ピカの日
―亀代小学校 大掃除―

美しい心を育てようと
―商工会花いっぱい運動―
美しい心を育てようと
―商工会花いっぱい運動―

商 工 会

青年部

女性部
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夏
川
智
佳
子
さ
ん
は
網
代
浜
在
住
、

現
在
二
歳
四
か
月
の
女
の
子
と
力
也

ち
ゃ
ん
二
人
の
お
母
さ
ん
で
す
。

　

二
児
の
育
児
に
奮
闘
し
て
い
る
と

は
な
か
な
か
想
像
が
つ
か
な
い
ほ
ど
、

身
だ
し
な
み
の
特
に
き
ち
ん
と
さ
れ

た
と
て
も
美
し
い
方
で
す
。

　

嫁
ぎ
先
は
自
営
業
で
、
仕
事
を
手

伝
わ
れ
て
い
た
智
佳
子
さ
ん
は
現
在

育
児
休
業
中
で
す
。

　

い
ず
れ
は
仕
事
復
帰
す
る
予
定
だ

そ
う
で
す
が
、
今
は
上
の
お
子
さ
ん

が
日
中
保
育
園
に
行
っ
て
い
る
間
、

力
也
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

力
也
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
心
配
と
い

え
ば
、
風
邪
を
引
き
や
す
い
こ
と
だ

そ
う
で
す
。
月
に
二
回
お
医
者
さ
ん

に
か
か
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
上

の
お
子
さ
ん
と
比
べ
て
「
男
の
子
っ

て
弱
い
の
か
な
」
と
感
じ
た
そ
う
で

す
。

　

家
事
が
好
き
で
、
お
姑
さ
ん
が
仕

事
で
い
そ
が
し
い
と
き
に
お
料
理
を

す
る
そ
う
で
す
が
、
作
る
と
き
は
市

販
の
素
を
使
わ
な
い
で
マ
ー
ボ
ー
豆

腐
を
作
る
な
ど
、手
づ
く
り
派
で
す
。

上
の
お
子
さ
ん
は
「
マ
マ
の
作
る
お

料
理
は
お
い
し
い
」
と
よ
く
食
べ
、

好
き
嫌
い
も
あ
ま
り
な
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

力
也
ち
ゃ
ん
も
マ
マ
特
製
の
「
人

参
か
ゆ
」
が
大
好
き
だ
そ
う
で
、
愛

情
た
っ
ぷ
り
の
手
料
理
で
、
元
気
な

体
を
作
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
ね
。

　

快
く
取
材
を
受
け
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

マ
マ
さ
ん
に

マ
マ
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

お
聞
き
し
ま
し
た
！

〜
４
月
の
乳
児
健
診
会
場
に
て
〜

町の宝
で～す

４月の
乳児健診から

三浦　彩
あや

花
か

ちゃん

宮下　真
ま

海
み

ちゃん

小林　空
くう

大
た

ちゃん

八重樫 大
やま と

斗ちゃん

田中　　楓
かえで

ちゃん

渡辺　優
ゆう

菜
な

ちゃん

加藤　光
みつ

奎
き

ちゃん

築井　千
ち

鶴
づる

ちゃん

宮沢　春
はる

翔
と

ちゃん

塩田　　獅
らい

ちゃん

渡辺　るなちゃん

元気に育ってね！
　この写真は保健
福祉センターで行
われている乳児健
診会場で４か月健
診対象乳児を撮影
しています。

夏川智
ち

佳
か

子
こ

さん
（網代浜）

夏川力
りき

也
や

ちゃん
（七か月）

　

聖
籠
町
出
身
者
で
関
東
在
住
者
が

組
織
す
る
東
京
聖
籠
会
（
横
山
春
三

会
長
）
が
、
四
月
九
日
（
日
）
に
東

京
板
橋
区
に
お
い
て
三
十
名
が
出
席

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
か
ら
は
、

渡
邊
町
長
、
須
貝
副
議
長
、
職
員
二

名
が
出
席
し
温
か
い
歓
迎
を
受
け
ま

し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
町
長
と
副
議
長
が

町
の
近
況
報
告
な
ど
を
お
り
ま
ぜ
な

が
ら
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

約
一
年
ぶ
り
に
集
う
会
員
の
皆
さ

ん
は
「
ふ
る
さ
と
聖
籠
町
」
を
思
い
出

し
な
が
ら
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

し
た
。
懐
か
し
さ
と
楽
し
さ
で
時
を
忘

れ
て
し
ま
い
そ
う
な
会
で
し
た
が
「
ま

た
あ
い
ま
し
ょ
う
」
の
言
葉
と
と
も
に

会
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
京
聖
籠
会
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る

方
は
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

役
場
総
務
課

☎
２
７―

２
１
１
１
（
内
線
218
）

東
京
聖
籠
会
開
か
れ
る

　

聖
籠
出
身
者
が
東
京
で
集
い
ま
し
た

出席者の皆さん
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　　　　　投稿するとき
　　　　は濃い鉛筆かペ
　　　ンで書いてくださ
　　い。（薄いものは掲
　載できません）
　名前は必ず書いてくだ
さい。
（ペンネーム希望の場合は
名前の横にペンネーム『○
○○』と書いてください）

イ
ラ
ス
ト
自
慢

相馬 里菜さん 9歳わたなべ あやのさん 9歳ミスドさん　10歳

金魚姫さん　12歳セナさん　14歳ソウゴ13さん　14歳 リロさん　11歳

佐藤麻世さん8歳&千星さん3歳

たら子さん　11歳

パティさん　8歳

❶ 

趣
味
の
紹
介
や
地
域
の
話
題

な
ど

　

手
芸
、
写
真
、
園
芸
な
ど
の
趣
味

や
地
域
の
祭
り
、
行
事
、
ペ
ッ
ト
自

慢
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
出
来
事
な
ど

で
広
報
に
紹
介
し
た
い
話
題
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❷
聖
籠
の
風

　

町
の
業
務
や
行
事
、
あ
る
い
は
地

域
や
学
校
で
の
こ
と
な
ど
、
日
々
の

生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。（
良
か
っ
た
こ
と
、

又
良
く
な
か
っ
た
こ
と
）
子
供
た
ち

の
意
見
も
大
歓
迎
で
す
。
６
０
０
字

以
内
で
お
書
き
く
だ
さ
い
。

❸
イ
ラ
ス
ト
自
慢
大
募
集

　

絵
を
描
く
の
が
大
好
き
な
子
供
た

ち
、
自
慢
の
イ
ラ
ス
ト
を
ハ
ガ
キ
の

裏
に
書
い
て
ど
ん
ど
ん
送
っ
て
く
だ

さ
い
。（
黒
一
色
で
ハ
ッ
キ
リ
と
書

い
て
く
だ
さ
い
）

❹
『
町
政
ポ
ス
ト
』
Ｑ
＆
Ａ

　

町
政
へ
の
積
極
的
な
ご
意
見
、
ご

提
案
な
ど
（
聖
籠
町
の
将
来
像
、
私

は
こ
う
考
え
る
…
）
を
町
民
の
皆
様

か
ら
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
設

け
ら
れ
た
ハ
ガ
キ
に
よ
る
広
聴
制
度

で
す
。
町
長
が
目
を
通
し
、
担
当
課

で
回
答
い
た
し
ま
す
。
よ
り
よ
い
町

づ
く
り
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
■

●
町
政
ポ
ス
ト
用
の
ハ
ガ
キ
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。（
趣
味
の
紹
介
や
地

域
の
話
題
の
情
報
提
供
は
電
話
可
）

切
手
を
貼
ら
ず
に
投
函
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ハ
ガ
キ
は

①
役
場
一
階
の
総
合
案
内　

②
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
口　

③
町
民
会

館
の
窓
口　

④
診
療
所
の
窓
口　

⑤

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
５
か
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
な
お
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

の
記
載
の
な
い
も
の
は
掲
載
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。（
匿
名
希
望
、
ペ
ン
ネ
ー
ム

希
望
と
書
い
て
く
だ
さ
れ
ば
名
前
は

掲
載
し
ま
せ
ん
）

※
投
稿
原
稿
の
趣
旨
を
変
え
ず
に

削
っ
た
り
直
し
た
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
図
書
券
を

差
し
あ
げ
ま
す
。

●
例
え
ば

　

○
○
家
の
耕
太
朗
で
す
。
生

ま
れ
て
２
か
月
の
と
き
に
ご
主

人
と
め
ぐ
り
会
い
今
年
３
年
目

に
な
り
ま
し
た
。
性
格
は
、
や

ん
ち
ゃ
で
、
人
見
知
り
は
し
ま

せ
ん
の
で
誰
と
で
も
す
ぐ
仲
良

く
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
妹
が
で
き
ま
し
た
、

名
前
は
眞
子
で
す
。
甘
や
か
す

と
調
子
に
乗
っ
て
私
に
噛
み
付

い
て
き
ま
す
。
で
も
可
愛
い
の

で
将
来
は
お
嫁
さ
ん
に
…

　

な
ど
の
よ
う
な
ペ
ッ
ト
自

慢
・
紹
介
な
ど
も
募
集
し
て
い

ま
す
。役

場
総
務
課 

広
報
担
当

☎
２
７―

２
１
１
１（

内
線
226
）

耕太朗くん
（３歳）

眞子ちゃん
（４か月）

我
が
家
の

　

ペ
ッ
ト
自
慢
・
紹
介

広
報
へ
の
掲
載
記
事
募
集
！

広
報
せ
い
ろ
う
へ
の
掲
載
記
事
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



趣味
場広
の 「描きためてきた絵で画集を自費出版

松川原清さんの絵の世界」
「描きためてきた絵で画集を自費出版

松川原清さんの絵の世界」

　

次
第
浜
に
お
住
ま
い
の
松
川
原
清
さ
ん
は
絵
が
お
好
き

で
、
長
年
絵
を
描
き
続
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
。「
絵
は
食

事
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
に
と
っ
て
は
日
常
の
自
然

な
動
作
」
と
お
っ
し
ゃ
る
松
川
原
さ
ん
が
描
き
た
め
て
き

た
作
品
は
、大
小
合
わ
せ
る
と
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

昨
年
十
二
月
、
家
族
、
親
戚
の
皆
さ
ん
へ
贈
る
「
私
家

版
」と
し
て
画
集
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
画
集
に
は
油
絵
、

水
彩
画
な
ど
絵
画
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ケ
ッ
チ
、
塑
像
な
ど

若
い
頃
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
大
事
に
保
管
さ
れ
て
き
た
膨

大
な
作
品
群
の
中
か
ら
、
選
り
す
ぐ
り
が
収
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

家
族
な
ど
身
近
な
人
た
ち
へ
の
愛
情
を
に
じ
ま
せ
た
文

章
も
「
散
文
」
と
し
て
巻
末
に
は
添
え
ら
れ
、
絵
と
併
せ

て
松
川
原
さ
ん
の
「
自
分
史
」
の
よ
う
な
画
集
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
絵
が
好
き
な
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
欲
し
い
」
と
貴
重

な
一
冊
を
町
図
書
館
へ
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
図
書

館
に
て
貸
し
出
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
松
川
原
さ
ん

の
絵
の
世
界
に
一
度
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
紹
介
す
る
作
品
は
画
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の

ご
く
一
部
で
す
。

　

ど
う
ぞ
じ
っ
く
り
作
品
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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自画像　ペン・油彩

松川原 清さん松川原 清さん（次第浜）（次第浜）

だいらの桜だいらの桜
1985年　油彩1985年　油彩

さくらんぼさくらんぼ
1991年　色鉛筆1991年　色鉛筆

召集令状召集令状
1953年　油彩1953年　油彩

（さい）（さい）
1959～1961年　油彩1959～1961年　油彩

大海の旭大海の旭
1974年　油彩1974年　油彩

華華
1976年　油彩1976年　油彩




